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最新の法規制(改正安衛法および化管法の法省令等)に対応！ 
「SDSって何？」という基礎から丁寧に解説． 

作成時の「どうする？」「困った！」にはQ&A形式できっちり解決！ 
 
化学品の危険有害性による事故防止に活用される SDS およ

びラベルへの理解を深め，的確な SDS を作成するために必要
な基礎知識をまとめた書籍の改訂版 !! 

2023 年 4 月から段階的に施行されている改正労働安全衛生
法，化管法の政省令等の改正，JIS Z 7252/JIS Z 7253に準拠し
た SDS・ラベルの作成法を，SDS の意義や背景などの基本か
ら丁寧に解説しました．化学品を取り扱う事業者必携です． 
 
改訂のポイント 
✓最新の法規制を反映し、全章にわたり内容を更新 
✓作成時の疑問に答える「Q&A集」を拡充 
✓SDS作成例をQRコードからダウンロードして活用できる 
 
SDS 作成業務を担当し始めたばかりの初心者の方や，法規制
の改正に伴い，情報をアップデートしたいベテランの方まで，
広くおすすめです！ 

 

Q＆A で解決 



目 次  
 
 
1章 化学物質の事故はなぜ起こる？ 
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3章 改正安衛法, JIS Z 7252, JIS Z 7253に準拠した 
 GHS対応 SDS の作成 
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４章 SDSで陥りやすい問題点とその解決方法： 
 SDS寺子屋「Q&A集」 
SDS 作成全般 
例) SDS 三法（安衛法，化管法，毒劇法）に該当しなければ，SDS を作成しなくて

もよいですか？ 

SDS第 1項―化学品及び会社情報 
例) SDS に製造業者名を記入する必要はありますか？ 

SDS第 2項―危険有害性の要約 
例) GHS 分類を行うための危険有害性は，どんな情報を採用すればよいです

か？ 

SDS第 3項―組成及び成分情報 
例) 化学品に含まれる成分名の記載に関するルールはありますか？ 

 

SDS第 4項―応急措置 
例) 化学物質混合物の応急措置はどのように記載すればよいですか？ 

SDS第 5項―火災時の措置 
例) 火災が発生した際の消火剤の判断は，どのようにすればよいですか？ 

SDS第 8項―ばく露防止及び保護措置 
例) 記載する保護具の選択方法は，どのように調べればよいよいですか？ 

SDS第 9項―物理的及び化学的性質 
例) 引火性の溶剤を混合した洗浄剤の引火点が不明の場合，「情報なし」の記載で

よいですか？ 

SDS第 10項―安定性及び反応性 
例) 化学品としての安定性及び反応性の情報がないので，成分情報の記載でよい

ですか？ 

SDS第 11項―有害性情報 
例) GHS 分類で，混合物の化学品の発がん性，生殖毒性などを成分の濃度限界か

ら判断してもよいですか？ 

SDS第 11項―有害性情報，SDS第 12項―環境影響情報 
例) GHS 分類で，危険有害性の情報の情報源が複数あるときは，どの情報を選択

すればよいですか？ 

SDS第 14項―輸送上の注意 
例) GHS 分類と UNRTDG 分類との関係はどのように考えればよいですか？ 

SDS第 15項―適用法令 
例) JIS Z 7253：2019 では，日本国内の適用法規制として，どのような法規制を

記載すればよいですか？ 

SDS第 16項―その他の情報 
例) 「その他の情報」は空欄でよいですか？ 

ラベル作成全般 
例) 安衛法のラベル表示で注意する点はありますか？ 

５章 これからの化学物質管理 
持続可能な開発目標 SDGs 
化学物質管理の動向(米国/EUおよび GHSの実施状況) 
GHS の改訂と今後 
法規制による管理から自主管理へ 
予防原則を考慮した化学物質管理 
企業の法令遵守と社会的責任 
リスクアセスメントと PDCAサイクルによるリスク管理の改善 
製品含有化学物質の情報伝達 
情報の非対称性と営業秘密情報の開示 
消費者製品の情報伝達 
SDS の質の確保と人材育成 
安全を安心につなげるために 
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